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公益社団法人 日本山岳・スポーツクライミング協会 
令和 3 年度 第 10 回 Web 理事会・議事録(抄録) 

---------------------------------------------------------------------------------- 

 

日 時：令和3年12月9日(木)14：00～17：30      

場 所: Web会議 

出席者: 丸会長、亀山、小日向、髙野各副会長、

小野寺専務理事 

古賀、村岡、相良、蛭田、濱田各常務理事、 

山口、町田、前田、山本、六角、青山、水村、 

栗田、水島、野村、安井、小竹、笹生、原各理事 

中畠、古屋各監事 

 

1．開  会 

2.会長挨拶 

 皆様、ご苦労様です。丸です。 

本年最後の理事会になります。先週、私は近畿プ

ロック会議に出席し、またUIAA公認夏山リーダ

ー講習会用テキストの研修会に参加しました。テ

キストは内容が濃く、懇切丁寧に記述されており

ました。 

これに基づきUIAAの英語による審査が行われま

す。 

  昨夜、新しいISMF会長のRegula Meier氏と

１時間ほど電話会談しました。 

 昨年８月より、私共の山岳スキーに関するゴー

ル、アクションプランを明確しなければいけない

と議論を進めておりますが、未だ明確なものがで

きていないことを反省しています。新会長より中

国のアクションプランなど教唆していただいた

ので、東南アジアに遅れることなく、これから巻

き返しを図っていきたい、と考えています。 

これには「人」が必要です。これからキーパーソ

ンを中心にした最強メンバーを組んで１月から

取り組んで行きたいと思っています。 

  諸問題、細かい事がいろいろ起こっています

が、小日向副会長の長期海外出張をはじめ、各副

会長が機動的に動いていただいている、また、各

常務理事の方々にも動いていただいて、足腰の強

い活動ができています。このペースを１月から倍

増して継続していきたいと思っております。よろ

しくお願いいたします。 

3.会議成立状況報告 

 理事数 24名中24名出席 

 監事数 2名中2名出席 

4.議長選出 

 会長が議長をつとめる(定款第32条) 

5.議事録署名人 

 会長及び監事(定款第34条) 

 ホストは小野寺専務理事が務める 

 

6.議 題  

 議案第1号 議事録の承認について 

2021年度第9回理事会議事録の承認について(事

前送付済) 

事前配信済の議事録について異議なく承認され

た。 

 

議案第2号 新春懇談会表彰者について  

 以下の方々が全員一致で承認された。 

岳連推薦の功労者  

香川県山岳連盟 十河利雄氏、 

(一社)大阪府山岳連盟 山田悟史氏 

山形県山岳連盟 伊藤吉樹氏 

登山指導者(2名承認済) 

SC 部   

優秀選手 

藤井 快  世界選手権モスクワ大会 男子ボルダ

リング 優勝  

緒方良行 IFSC クライミングワールドカップ 男

子ボルダリング 

年間ランキング 1 位  

東京オリンピック功労賞 

野中生萌 東京オリンピック 総合２位（銀メダ

ル） 日本人1 位   

野口啓代 東京オリンピック 総合３位（銅メダ

ル） 日本人2 位    

ユース  

久⽶乃ノ華 世界ユース選手権 ジュニア⼥子リ

ード優勝  

上村悠樹 世界ユース選手権 ユース A 男子リー

ド優勝 

安楽宙斗 世界ユース選手権 ユース B 男子リー

ド優勝 

 議案第3号 山岳スキー強化計画について 

 本議案は令和４年１月理事会にて再検討する

ことした。 

 

議案第4号2022 年4月～5月 IFSC 主催/直轄

WC盛岡開催について 

村岡SC部長による資料説明ならびに質疑の結果、 

賛成２２，棄権ゼロ、反対１（水島理事）により

承認された。 

水島理事反対理由： 

前年度に2022年度は国際大会を開催しないと機

関決定している。 

2019 年度八王子開催の世界選手権と同じ雰囲気

（手法）である。 

開催地：盛岡市 前回ボルダリング施設を新設し

ており、開催希望が強い。 

IFSCが日本でWCを開催希望の理由： 

2020東京オリンピックのレガシー 

2023 年の予定で準備を進めている八王子WC 開

催に繋がる。 

2026 年パリオリンピックへのデリバリーモデ

ルとなる 

大会運営に係る経費関係 

 大会総経費4500万円（IFSC、岩手県、電通・

シンカ 各1500万円） 

興行収入はすべてIFSCに帰属する。 

JMSCA は役務の提供（技術系と運営スタッフ派

遣、外国選手出入国の対応）を行い、当該経費は

すべてIFSCが負担し、JMSCAの負担はない。 

 大会運営に関するリスク： 安全面が懸念され

る。コロナ禍の状況によりどのように対応するの

か。 

JMSCAへの恩恵 

 コロナ禍で海外大会への派遣ができない中で、

選手が国際大会に参加する機 

会が増える。 

参加国枠で参加選手が増える。 

業務委託契約を締結し、役務経費、作業分担、責

任範囲を明確化すること（中畠、山口）。 

大会開催への進捗状況に関して、村岡SC部長よ

り逐次理事会宛報告がなされる。 

 

議案第5号 赤尾事務局員の理事会・常務理事会

オブザーバ参加について 

 小野寺専務理事から口頭説明があり、全員賛成

で承認された。尚、赤尾氏には守秘義務が課され

ている。 

 

議案第 6 号 次回理事会開催方法について(オン

ライン/ハイブリッド) 

 小野寺専務理事より口頭説明があり、全員賛成

で承認された。 

 

議案第7号 2021年度全国理事長会議について 

 配布資料に基づき小野寺専務理事より説明が

あり、開催日時、会議次第、開催方法（ハイブリ

ッド方式）等について全員賛成で承認された。  

 対面出席を希望する参加者（理事・監事を含む）

からアンケートを取る。 

 

議案第8号 2022年度予算作成日程及び委員会メ

ンバーについて 

 配布資料に基づき審議の結果、全員賛成で承認

された。 

 承認事項： 

令和４年度部門別予算枠 

予算作成日程 

予算委員会メンバーに濱田豪常務理事を追加す

る 

 

議案第９号 アスリートパスウエイ（謝金改定）

について 

 ML 配信資料（P-11）に基づき、小野寺専務理

事ならびに安井理事（強化委員会）よ 

り説明があり、全員賛成で承認された。 

謝金改定追加項目：選手強化活動の指導  

SCコーチ1または2を保有するPF ｺｰﾁ 5000円  

競技会、講習会等のスポーツ行事運営 

SCコーチ1または2を保有するPFコーﾁ5000円  

事務作業（外部協力者）  2500円  
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7.報 告  

 

報告第1号 11月度月次決算報告について 

 相良常務理事（財務担当）が配布資料に基づき

説明した。 

 

報告第2号 監事指摘事項回答報告について 

 各回答取り纏め責任者より丸会長宛報告内容

の説明があった。 

  丸会長からの監事宛回答書については、それ

を受領後両監事が内容を検討し、すり合わせを行

い、会長及び関係各部に意見表明する。 

 

報告第 3 号 安全登山指導者研修会当該県引継

ぎについて 

 配布資料 P29 に基づき小野寺事務局長より説

明があった。 

令和４年度、東部は茨城県、西部は島根県が担当。 

令和４年１月１６日、アルカディア市ヶ谷におい

て連絡会議が開催される。  

 

報告第4号 2022年・創立60周年記念新春懇談

会について 

 今回はSC関係と登山関係の二部に分けて開催

される。 

 午前中は登山及びSC関係の表彰式と懇談会、

スポンサー、メディア、JMSCA役員等。立食また

は着席、アルコール飲料無し。 

 顧問・参与会を挟んで午後は新春懇談会、立食

または着席で行う。JMSCA役員、岳連関係者（表

彰者を含む）、招待者等。会費制(1万円)。 

報告第 5 号 YFC(ユースフューチャーカップ)鉾

田 女子ユースCジャッジについて 

  村岡SC部長より口頭報告があった。１１月

２７～２８日に開催された鉾田においてジャッ

ジミスが発生した。原因としては参加者が２４８

名と多く、スタッフの数が十分でなかった。メデ

ィア対応、当該選手への説明を迅速に行った。今

後適切な参加者数などを検討し再発を防ぐ。 

 

報告第 6 号 ジム連に対しての協賛金 100 万円、

博報堂(久光製薬)への返却について 

 小野寺専務理事より口頭による報告があった。 

今年度は、ボルダリング検定、ジム連理事会も開

催できず、協賛金を使用しなかった関係で返却す

ることとした。 

 

報告第7号 東北ブロック会議に提出した山形県

文書について 

亀山副会長より報告があった。 

 山形県山岳連盟が抱えている問題点は、全国

JIMSCA 加盟の連盟・協会でも発生している可能

性があり、一県だけの問題ではないと危惧してい

る。 

12 月 25 日に山形市の会議室を借り上げ、山形

県山岳連盟幹部から状況報告を受け、対応策を協

議する予定にしている。 

報告第8号 invoice制度(消費税)について 

 配布資料に基づき、濱田常務理事より説明があ

った。 

 平成5年10月1日よりinvoice(適格請求書)

発行事業者からの仕入れのみ消費税の仕入税額

控除を受けられることになるので、JIMSCA は、

適格請求書発行事業者ならびに非課税事業者の

取引先の把握・確認作業を進める必要がある。こ

れに基づき、取引先の限定など必要措置を講じる

必要がある。 

 

報告第9号 SDGs 推進委員会の各委員会纏め報

告について 来年１月を目途に纏める。 

 

報告第10号 第17回日本スポーツグランプリ候

補者推薦について 推薦締め切り令和４年３月

まで。推薦条件が厳しく対象者は少ない。 

 

報告第11号 SC指導員の認定について 

 蛭田常務理事より常務理事会にて下記の方々

が承認された旨報告があった。 

 主任検定員 検定日10月9日 東京会場 

① 安藤篤司（富山）  ②中島陽子(山梨) 

主任検定員 検定日 10月30日 兵庫会場 

① 方山⽂生(兵庫)    ②安達(ｱﾝﾀﾞﾁ)直浩(兵

庫) 

主任検定員更新10月30日 神戸会場 

①羽鎌田裕子(千葉)   ②飯田ゆか(千葉)   ③

江崎幸一(北海道)  ④高橋留智亜(北海道) ⑤

土屋正昭(埼玉)   ⑥目次俊雄(千葉)   ⑦傘木
靖(長野) ⑧下村真一(宮崎) ⑨新原孝喜(福岡)  

⑩菅野冨寿(福島) ⑪鈴木正之(神奈川)  ⑫ 西

村良信(兵庫) 

主任検定員 11月20日 茨城会場 

① 広畠祐士（茨城） 

SCコーチ2養成 9月25～26日、10月9日～10

日 東京 

①佐藤亮太   ②柿崎暢   ③横内鉄郎   ④大高
伽弥   ⑤島津雅一   ⑥石原幸江   ⑦熊代顕 

⑧林泰宏  ⑨栗田季慎子 

SCコーチ2 10月16日～17日、30日～31日 兵

庫 

①大越久喜   ②山口裕稔   ③河野陽子   ④伊

藤孝雄   

SCコーチ１養成 10月23～24日、11月6日～

日 東京 

①小田部拓   ②岡崎俊作   ③島田義信   ④小
松里実   ⑤井樋祐史   ⑥森田淳一   ⑦窪田修

平 ⑧島朋史   ⑨加藤淳平 

SC コーチ１ 10 月 23 日～24 日、11 月 6日～7

日 兵庫 

①西本達雄   ②川口貴司   ③堀智忠   ④佐藤

巧  ⑤益戸隆 ⑥橋山武志 ⑦山本論 ⑧麻島大悟 

⑨内藤理絵  ⑩内田一行  ⑪土谷祐輝   ⑫宮田
百花 

SC コーチ１ 11 月 6日～7日、11月 13 日～14

日 千葉 

①佐藤慎哉   ②玉利成昌   ③小林彰爾   ④小
林節子   ⑤中村敏章   ⑥賀来素直   ⑦伊藤康

裕 ⑧原貴幸 

SCコーチ１ 7月10日～11月21日 茨城 

①田中真伸   ②高原和之   ③富岡弘行  ④飯

田薫   ⑤黒 澤哉子    ⑥ 森清隆      

 

報告第 12 号 マーケティング委員会委員長変更

について 

 常務理事会にて承認を受けた資料（配布資料

P43）に基づき報告された。 

 利益相反に関する件につき山口ガバナンス委

員会主管理事から質問があり討議された。 

村岡SC部長より稲村委員長によるSCマーケティ

ング活動の重要性の説明があった。 

主管理事２名の必要性については濱田豪SCマー

ケティング委員長より調整する旨の回答があっ

た。 

古屋監事より慎重に検討する必要があるとの指

摘があった。 

 常務理事会承認済みであり、今回は報告事項で

ある。   

 

報告第 13 号 役員派遣について (12 月 10 日

(金)～1月12日(水)) 

(1)第7回ボルダリングユース日本選手権倉吉大

会 12月18日(土)～19日(日) 

於: 鳥取県立倉吉体育文化会館  丸会長、村岡

常務理事、他  

(2)国立登山研修所主催 安全登山サテライトセ

ミナー １２月１８日～１９日 

於：. 国立オリンピック記念青少年総合センター. 

亀山副会長 

(3)第 12 回全国高等学校選抜スポーツクライミ

ング選手権大会 12月25日(土)～26日(日)於: 

加須市民体育館 丸会長、小野寺専務理事、村岡

常務理事他 

(4)山形県山岳連盟との会談 於：山形市食糧会

館会議室 １２月２５～２６日  亀山副会長 

(5)2022年JMSCA新春懇談会 1月15日(土)  

於: アルカディア市ヶ谷  丸会長、他 

(6)安全登山指導者研修引継ぎ会 1月16日(日) 

於: アルカディア市ヶ谷 小野寺専務理事、古賀

常務理事 

 

報告第14号 

山岳スキー委員会の強化委員について、常務理事

会にて次の５名が承認された旨の 

報告があった。 

松澤幸靖,小川壮太,藤川健,加藤倫子,星野和昭 

常務理事会の確認事項は： 

任期は令和４年３月末日までとする。 

今後の委員任期は１年とし、少なくともJSPOス

ポーツ指導者資格取得に必要な共通科目を受講

する事を条件とする。 

報告第15号 

 五輪検証の件について小日向常務理事より説

明があった。 

 検証意見を纏めて、来年１月理事会に報告する。 

 

報告第16号 

 小野寺専務理事より JOC より交付金２０００

万円が交付された。例年５００万円程度だったの
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で、４倍増となっている。ガバナンス、コンプラ

イアンスに取り組む本協会の姿勢が高く評価さ

れたものと思われる。 

 

報告17号 

 古賀登山部長より、選手登録システムに問題が

あるとの報告があった。 

来年２月に選手登録が始まるので、それまでに 

改善する必要がある。 

次回理事会で再度諮りたい。 

 

報告18号 

 蛭田コーポレートコミュニケーション委員長

より、登山部のFBをアップしている。JMSCA⇒FB

を検索して、多くの皆さんに観ていただき「いい

ね！」をクリックして 

 盛り上げて頂きたい。 

報告19号 

 水村理事より、JMSCA後援の国際ロッククライ

ミング研究学会は JMSCA の多くの役員にご協力

いただき成功裏に終了した。 

8. 各専門委員会の報告について 

 記載省略。議案配布資料を参照してください。 

9. 会務・役員派遣  (11 月 12 日(金)～12 月 8

日(水) 

 安全登山研修会 11月20日(土)～22日(月) 

於:佐賀県武雄市山内町周辺  丸会長、古賀常務

理事 

北信越山岳連盟・協会代表者会議出席 黒部市役

所観光課他挨拶  

11月20日(土)～  22日(月) 

於: 北信越ブロック 亀山副会長 

Top of the Top 2021  11月22日(月)～23日(祝、

火) 

於: 葛飾東金町運動場スポーツクライミングセ

ンター 丸会長他 

ユースフューチャーカップ 11月27日(土)～28

日 

於:茨城県鉾田市生涯学習館スポーツクライミン

グセンター 丸会長他 

 

尚、令和4年1月から、理事会資料を事前に印刷

して郵送配布することは、事務局負担軽減等の観

点から、原則として中止させていただき、事前に

電子メールにて送らせていただきます。ご了承お

願いします。 

以 上 

 

 

 

 


